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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鍵と、
　鍵長手方向に沿って延びて上方向に凹む凹部を有する第１領域、及び、前記第１領域と
鍵長手方向に並んで配置されて前記凹部以外の領域の少なくとも一部に形成されてヨーイ
ング方向に可撓性を有する第２領域を有し、前記鍵とフレームとの間に接続される接続部
と、
　前記鍵の押下に応じて動作するハンマー、及び、前記ハンマーの動作を規制するストッ
パを有するハンマー機構と、
　を備え、
　前記鍵が押下された状態で、前記ハンマー機構の一部が前記凹部に位置することを特徴
とする鍵盤装置。
【請求項２】
　前記鍵が押下されると、前記ハンマーが前記凹部に侵入することを特徴とする請求項１
に記載の鍵盤装置。
【請求項３】
　前記ストッパが前記凹部に配置されていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記
載の鍵盤装置。
【請求項４】
　前記第２領域は、前記鍵よりもスケール方向の幅が狭く形成され、
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　前記第１領域は、スケール方向で前記第２領域よりも幅が広く形成されることを特徴と
する請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の鍵盤装置。
【請求項５】
　前記第２領域は、前記第１領域よりも鍵長手手前方向に配置されることを特徴とする請
求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の鍵盤装置。
【請求項６】
　前記第２領域は、前記第１領域よりも鍵長手奥方向に配置されることを特徴とする請求
項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の鍵盤装置。
【請求項７】
　前記第２領域は、前記第１領域よりも鍵長手手前方向と鍵長手奥方向との両方に配置さ
れることを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載の鍵盤装置。
【請求項８】
　前記第１領域は、前記第２領域よりも鉛直方向の厚みが薄いことを特徴とする請求項１
乃至請求項７のいずれか１項に記載の鍵盤装置。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか１項に記載の鍵盤装置と、
　前記鍵に対する操作を検出するセンサと、
　前記センサの出力信号に応じて音波形信号を生成する音源部と、
　を備える電子鍵盤楽器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鍵盤装置、及び、その鍵盤装置が用いられた電子鍵盤楽器の技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、鍵構造体とハンマーを備える鍵盤装置の技術が開示される。この鍵盤
装置では、鍵構造体が押下されるとハンマーが回動する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－３８９４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１のような構成でも、グランドピアノのような鍵の感触を出せるよう
にするために、ハンマーの回動範囲がより大きく確保できることが望ましい。
【０００５】
　そこで、本発明の課題の一つは、ハンマーの回動範囲がより大きく確保できる鍵盤装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一実施形態によると、鍵と、鍵長手方向に沿って延びて上方向に凹む凹部を有
する第１領域、及び、前記第１領域と鍵長手方向に並んで配置されて前記凹部以外の領域
の少なくとも一部に形成されてヨーイング方向に可撓性を有する第２領域を有し、前記鍵
とフレームとの間に接続される接続部と、前記鍵の押下に応じて動作するハンマー、及び
、前記ハンマーの動作を規制するストッパを有するハンマー機構と、を備え、前記鍵が押
下された状態で、前記ハンマー機構の一部が前記凹部に位置することを特徴とする鍵盤装
置が提供される。
【０００７】
　前記鍵が押下されると、前記ハンマーが前記凹部に侵入してもよい。
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【０００８】
　前記ストッパが前記凹部に配置されてもよい。
【０００９】
　前記第２領域は、前記鍵よりもスケール方向の幅が狭く形成され、前記第１領域は、ス
ケール方向で前記第２領域よりも幅が広く形成されてもよい。
【００１０】
　前記第２領域は、前記第１領域よりも鍵長手手前方向に配置されてもよい。
【００１１】
　前記第２領域は、前記第１領域よりも鍵長手奥方向に配置されてもよい。
【００１２】
　前記第２領域は、前記第１領域よりも鍵長手手前方向と鍵長手奥方向との両方に配置さ
れてもよい。
【００１３】
　前記第１領域は、前記第２領域よりも鉛直方向の厚みが薄くてもよい。
【００１４】
　本発明の他実施形態によると、前記フレームに取付けられた前記鍵盤装置と、前記鍵に
対する操作を検出するセンサと、前記センサの出力信号に応じて音波形信号を生成する音
源部と、を備える電子鍵盤楽器が提供される。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の一実施形態によれば、ハンマーの回動範囲がより大きく確保できる鍵盤装置を
提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る鍵盤装置を備える電子鍵盤楽器の斜視図である。
【図２】電子鍵盤楽器の一部拡大平面図である。
【図３】白鍵を横から見た鍵盤装置の側面図である。
【図４】（Ａ）は白鍵の平面図であり、（Ｂ）は白鍵の側面図である。（Ｃ）は連結部と
フレーム小幅部との連結前の構成を示す一部側面図である。
【図５】（Ａ）は黒鍵の平面図であり、（Ｂ）は黒鍵の側面図である。
【図６】（Ａ）は、白鍵が非押下状態にあるときの白鍵とハンマーとの位置関係を示す側
面図である。（Ｂ）は、白鍵が押下状態にあるときの白鍵とハンマーとの位置関係を示す
側面図である。
【図７】本発明の実施形態の変形例に係る鍵盤装置の図であり、（Ａ）は、白鍵が非押下
状態にあるときの白鍵とハンマーとの位置関係を示す側面図である。（Ｂ）は、白鍵が押
下状態にあるときの白鍵とハンマーとの位置関係を示す側面図である。
【図８】音源装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態における電子鍵盤楽器５００について、図面を参照しながら
詳細に説明する。以下に示す実施形態は本発明の実施形態の一例であって、本発明はこれ
らの実施形態に限定されるものではない。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施形態に係る鍵盤装置１００を備える電子鍵盤楽器５００の斜視
図である。図１に示されるように、電子鍵盤楽器５００は、筐体５０１と、白鍵５１Ｗと
黒鍵５１Ｂとを有する鍵盤装置１００と、カバー５０２と、カバー５０３と、を備える。
【００１９】
　鍵盤装置１００は筐体５０１に取付けられている。カバー５０２は、筐体５０１に対し
て開閉可能で閉状態で鍵盤装置１００の全体を覆うように構成されている。カバー５０３
は、筐体５０１に対して動くことなく静止して鍵盤装置１００の一部を覆うように構成さ
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れている。鍵盤装置１００は、カバー５０３に被覆されない外観部１００Ｘと、カバー５
０３に被覆される非外観部１００Ｙ（図２参照）と、を有する。
【００２０】
　図２は、電子鍵盤楽器５００の一部拡大平面図である。以下の説明において、鍵盤装置
１００の鍵長手方向Ｍにて、演奏者の手前から奥に向かう方向を鍵長手奥方向Ｍ１と呼び
、演奏者の奥から手前に向かう方向を鍵長手手前方向Ｍ２と呼ぶ。
【００２１】
　鍵盤装置１００は、鍵長手方向Ｍで手前側から奥側へと順に、鍵５１（白鍵５１Ｗと黒
鍵５１Ｂ）と、接続部５２（白鍵接続部５２Ｗと黒鍵接続部５２Ｂ）と、フレーム６０と
、が配置される。鍵５１は、ユーザが押下するための部分である。接続部５２は、鍵５１
から鍵長手奥方向Ｍ１へと延びて鍵５１とフレーム６０の間に接続される部分である。鍵
５１と接続部５２とが接続された構成がスケール方向Ｓに複数並べて配置されている。
【００２２】
　フレーム６０は、接続部５２よりも鍵長手方向Ｍで鍵長手奥方向Ｍ１側の位置に配置さ
れる。フレーム６０は、支持部６０ａと、複数のフレーム小幅部６０Ｗと、複数のフレー
ム小幅部６０Ｂと、を有する。支持部６０ａは、スケール方向Ｓに延びる。フレーム小幅
部６０Ｗやフレーム小幅部６０Ｂは、支持部６０ａからスケール方向Ｓと直交する方向に
延びる。
【００２３】
　鍵盤装置１００の外観部１００Ｘに相当する鍵５１の一の部分は、外部から外観が見え
る箇所に配置される（図１も参照）。鍵盤装置１００の非外観部１００Ｙに相当する鍵５
１の他の部分と接続部５２は、カバー５０３で覆われて外部から外観が見えない箇所に配
置されている（図１も参照）。
【００２４】
　図３は、白鍵５１Ｗを横から見た鍵盤装置１００の側面図である。図３に示されるよう
に、フレーム１１は、支持フレーム部１１ａと、支持フレーム部１１ｂと、支持フレーム
部１１ｃと、を有する。支持フレーム部１１ａに対して、支持フレーム部１１ｂと支持フ
レーム部１１ｃとが固定されており、支持フレーム部１１ａ～１１ｃは、相互に相対移動
不可に接続されている。
【００２５】
（支持フレーム部１１ａ）
　支持フレーム部１１ａは、回動軸１１Ｘを有し、ハンマー１２を回動可能に支持してい
る。ハンマー１２は、回動軸１１Ｘ（図３中で点線で表示）を中心として回動する。白鍵
５１Ｗから下方に延びる押圧部５５が下降してくると、ハンマー１２の鍵長手手前方向Ｍ
２側の基端部１２ｂ（図６参照）が下降して、鍵長手奥方向Ｍ１側の先端部１２ａが回動
して上昇するように構成されている。
【００２６】
（支持フレーム部１１ｂ）
　支持フレーム部１１ｂは支持部１４を支持している。支持部１４は、白鍵５１Ｗが非押
下状態のときに重力で下降するハンマー１２の先端部１２ａ側の部分を受け止めて下から
支える。支持部１４は、スケール方向Ｓに延びている。ハンマー１２は、側面視で鍵長手
奥方向Ｍ１側の部分の方が鍵長手手前方向Ｍ２側の部分よりも長く設定されている。従っ
て、ハンマー１２は、先端部１２ａの方が下方に重力で落ちるように構成されている。ま
た、支持部１４は、ハンマー１２の先端部１２ａの回動範囲の下限を規制する。
【００２７】
（支持フレーム部１１ｃ）
　支持フレーム部１１ｃはハンマーストッパ１３を支持している。ハンマーストッパ１３
は、白鍵５１Ｗが押下状態のときに上昇するハンマー１２の先端部１２ａ側の部分によっ
て当接される。ハンマーストッパ１３も支持フレーム部１１ｃもスケール方向Ｓに延びて
いる。
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【００２８】
　また、ここでは、白鍵５１Ｗの押下に応じて動作するハンマー１２と、ハンマー１２の
動作を規制するハンマーストッパ１３と、を少なくとも含んで、ハンマー機構３０が構成
される。ハンマー機構３０は、その他に、支持フレーム部１１ｃ、支持部１４を含んでい
る。
【００２９】
　図４（Ａ）は白鍵５１Ｗの平面図であり、図４（Ｂ）は白鍵５１Ｗの側面図である。図
４（Ｃ）は、連結部７０とフレーム小幅部６０Ｗとの連結前の構成を示す一部側面図であ
る。図５（Ａ）は黒鍵５１Ｂの平面図であり、図５（Ｂ）は黒鍵５１Ｂの側面図である。
フレーム小幅部６０Ｗは、支持部６０ａから延びてスケール方向Ｓに可撓性を有する可撓
部６０ｂと、スケール方向Ｓと鉛直方向Ｅに可撓性を有する可撓部６０ｄと、を有する。
【００３０】
　ここで、フレーム小幅部６０Ｗのうち可撓部６０ｄ以外の部分が可撓部６０ｂに相当し
、切欠き部６０ｃは可撓部６０ｂと可撓部６０ｄの縁の一部に相当する。鍵５１と接続部
５２は、切欠き部６０ｃ（図４（Ｂ）、図５（Ｂ）参照）の部分から鉛直方向Ｅ（図４（
Ｂ）、図５（Ｂ）参照）に回動できる。
【００３１】
　なお、図４（Ｃ）に示されるフレーム小幅部６０Ｗと連結部７０とは、連結される。そ
の連結にあたっては、フレーム小幅部６０Ｗの第１挿入部６０ｅが連結部７０の挿通口７
０ｅに挿入され、フレーム小幅部６０Ｗの第２挿入部６０ｆが連結部７０の挿通口７０ｆ
に挿入される。図４（Ｃ）の着脱の構成は、黒鍵５１Ｂに関するフレーム小幅部６０Ｂと
連結部７０との着脱の構成にも適用される。
【００３２】
　白鍵５１Ｗに接続される白鍵接続部５２Ｗが、前側小幅部６（第２領域）と、大幅部７
（第１領域）と、連結部７０と、を有し、フレーム６０がフレーム小幅部６０Ｗを有する
。黒鍵５１Ｂに接続される黒鍵接続部５２Ｂが、前側小幅部６（第２領域）と、大幅部７
（第１領域）と、奥側小幅部８（第２領域）と、を有し、フレーム６０がフレーム小幅部
６０Ｂを有する。以下、白鍵５１Ｗを中心に説明していく。
【００３３】
（前側小幅部）
　前側小幅部６（第１小幅部、第１弱剛性部、又は、第２領域ともいう）は、白鍵５１Ｗ
から鍵長手奥方向Ｍ１へと延びる部分である。前側小幅部６のスケール方向Ｓの幅Ｓ２は
、白鍵５１Ｗのスケール方向Ｓの幅Ｓ４よりも狭い。また、前側小幅部６のスケール方向
Ｓの幅Ｓ２は、前側小幅部６の鉛直方向Ｅの厚みＨ２よりも薄い寸法に設定されている。
簡単に言うと、前側小幅部６は、薄い板状部材が縦になるように配置されている。
【００３４】
　従って、前側小幅部６は、スケール方向Ｓの幅Ｓ２が狭いために、白鍵５１Ｗよりもス
ケール方向Ｓの剛性が弱く、スケール方向Ｓやヨーイング方向Ｙに可撓性を有し、湾曲し
易い。前側小幅部６の構成は、黒鍵５１Ｂの場合も白鍵５１Ｗと同様である。
【００３５】
（大幅部）
　大幅部７（強剛性部、又は、第１領域ともいう）は、白鍵５１Ｗの側の前側小幅部６か
ら鍵長手奥方向Ｍ１へと延びる部分である。大幅部７のスケール方向Ｓの幅Ｓ１は、前側
小幅部６のスケール方向Ｓの幅Ｓ２よりも広い。
【００３６】
　従って、大幅部７は、スケール方向Ｓの幅Ｓ１が広いために、前側小幅部６よりもスケ
ール方向Ｓの剛性が強い。なお、大幅部７のスケール方向Ｓの幅Ｓ１は、鍵５１のスケー
ル方向Ｓの幅Ｓ４よりも狭く設定されている。
【００３７】
　また、大幅部７は、側面視で上方向に凹む凹部７ａを有する。大幅部７は、凹部７ａが
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あることで剛性が低下するが、前側小幅部６よりも大きな幅Ｓ１で形成されているので剛
性が大きく保たれる。また、前側小幅部６とフレーム小幅部６０Ｗは、凹部７ａ以外の領
域の少なくとも一部に形成されれば良い。本実施形態では、前側小幅部６とフレーム小幅
部６０Ｗは、凹部７ａを含む大幅部７以外の領域に形成される。
【００３８】
　なお、大幅部７のスケール方向Ｓの幅Ｓ１は、大幅部７で凹部７ａが形成されて薄い部
分の鉛直方向Ｅの厚みＨ１よりも薄い寸法に設定されている。簡単に言うと、大幅部７は
、薄い板状部材が縦になるように配置されている。また、大幅部７の鉛直方向Ｅの厚みＨ
１は、前側小幅部６の鉛直方向Ｅの厚みＨ２よりも薄い。大幅部７の構成は、黒鍵５１Ｂ
の場合も白鍵５１Ｗと同様である。
【００３９】
　ここから、図５を参照しつつ黒鍵５１Ｂの説明をする。黒鍵５１Ｂの大幅部７の鍵長手
方向Ｍの長さｎ１は、白鍵５１Ｗの大幅部７の鍵長手方向Ｍの長さＮ１よりも短く設定さ
れている。これは、黒鍵５１Ｂ方が白鍵５１Ｗのよりも鍵長手方向Ｍの長さが短く設定さ
れていることにもよる。また、黒鍵５１Ｂ、白鍵５１Ｗに関わらず、大幅部７の鍵長手方
向Ｍの長さｎ１、Ｎ１は前側小幅部６の鍵長手方向Ｍの長さｎ２、Ｎ２よりも長く設定さ
れている。
【００４０】
（奥側小幅部）
　次に、黒鍵５１Ｂの奥側小幅部８に関して説明する。奥側小幅部８（第２小幅部、第２
弱剛性部、又は、第２領域ともいう）は、大幅部７から鍵長手奥方向Ｍ１へと延びる部分
である。奥側小幅部８のスケール方向Ｓの幅Ｓ３は、大幅部７のスケール方向Ｓの幅Ｓ１
や鍵５１のスケール方向Ｓの幅Ｓ４よりも狭い。また、奥側小幅部８のスケール方向Ｓの
幅Ｓ３は、奥側小幅部８の鉛直方向Ｅの厚みＨ３よりも小さい寸法に設定されている。簡
単に言うと、奥側小幅部８は、薄い板状部材が縦になるように配置されている。
【００４１】
　従って、奥側小幅部８は、スケール方向Ｓの幅Ｓ３が狭いために、大幅部７よりもスケ
ール方向Ｓの剛性が弱く、スケール方向Ｓやヨーイング方向Ｙに可撓性を有し、スケール
方向Ｓに湾曲し易い形状であると言える。
【００４２】
　本実施形態では、奥側小幅部８のスケール方向Ｓの幅Ｓ３は前側小幅部６のスケール方
向Ｓの幅Ｓ２と略同じ幅に設定されている。ただし、奥側小幅部８のスケール方向Ｓの幅
Ｓ３が前側小幅部６のスケール方向Ｓの幅Ｓ２よりも大きくても小さくても良い。
【００４３】
　なお、前述してきた白鍵５１Ｗと黒鍵５１Ｂの寸法と剛性の関係では、他に以下の特徴
もある。前側小幅部６のスケール方向Ｓの幅Ｓ２は、大幅部７のスケール方向Ｓの幅Ｓ１
よりも狭い。従って、前側小幅部６は、大幅部７よりもスケール方向Ｓの剛性が弱く、ス
ケール方向Ｓやヨーイング方向Ｙに可撓性を有し、湾曲し易い。大幅部７のスケール方向
Ｓの幅Ｓ１は、奥側小幅部８のスケール方向Ｓの幅Ｓ３や、フレーム小幅部６０Ｗ、６０
Ｂのスケール方向Ｓの幅Ｓ５よりも広い。従って、大幅部７は、奥側小幅部８よりもスケ
ール方向Ｓの剛性が強い。また、大幅部７の鉛直方向Ｅの厚みＨ１は、奥側小幅部８の鉛
直方向Ｅの厚みＨ３よりも薄い。
【００４４】
　また、本実施形態では、白鍵５１Ｗの場合には、大幅部７の鍵長手手前方向Ｍ２側（手
前側）に前側小幅部６が配置され、大幅部７の鍵長手奥方向Ｍ１側（奥側）にフレーム小
幅部６０Ｗが配置される構成であった。白鍵５１Ｗがヨーイング方向Ｙに変形すると、接
続部５２（図２参照）とフレーム６０との位置関係がずれてくる。前側小幅部６とフレー
ム小幅部６０Ｗは、変形によって、その位置関係のずれの影響を抑制する機能を有する。
前側小幅部６とフレーム小幅部６０Ｗとでは、白鍵５１Ｗにより近い前側小幅部６を用い
た方がその機能を発揮し易い。そのため、鍵長手方向Ｍで、支持部６０ａ、可撓部６０ｄ
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、大幅部７の並ぶように構成して、可撓部６０ｂや連結部７０が用いられない構成であっ
ても良い。
【００４５】
　さらに、本実施形態では、黒鍵５１Ｂの場合には、大幅部７の鍵長手手前方向Ｍ２側（
手前側）に前側小幅部６が配置され、大幅部７の鍵長手奥方向Ｍ１側（奥側）に奥側小幅
部８とフレーム小幅部６０Ｂが配置される構成であった。黒鍵５１Ｂがヨーイング方向Ｙ
に変形すると、接続部５２（図２参照）とフレーム６０との位置関係がずれてくる。前側
小幅部６と奥側小幅部８とフレーム小幅部６０Ｂは、変形によって、その位置関係のずれ
の影響を抑制する機能を有する。前側小幅部６と奥側小幅部８とフレーム小幅部６０Ｂと
では、黒鍵５１Ｂにより近い前側小幅部６を用いた方がその機能を発揮し易い。そのため
、鍵長手方向Ｍで、支持部６０ａ、可撓部６０ｄ、大幅部７のように並ぶように構成して
、可撓部６０ｂや連結部７０や奥側小幅部８が用いられない構成であっても良い。
【００４６】
（白鍵の場合の着脱機構）
　白鍵５１Ｗの場合は、鍵長手方向Ｍで、前側小幅部６、大幅部７、連結部７０、フレー
ム小幅部６０Ｗの順に配置される。このうち、前側小幅部６と大幅部７と連結部７０とが
一体成形される。そして、大幅部７と一体形成される連結部７０が、フレーム小幅部６０
Ｗに対して着脱可能に連結される。
【００４７】
　なお、この構成に限定されず、前側小幅部６と大幅部７と連結部７０とフレーム小幅部
６０Ｗは、一体的に成形されて着脱されない構成であっても良く、または、それらの各々
が独立的に成形される構成であっても良い。また、白鍵５１Ｗに対して、黒鍵５１Ｂと同
様に奥側小幅部８を設けても良い。
【００４８】
（黒鍵の場合の着脱機構）
　黒鍵５１Ｂの場合は、鍵長手方向Ｍで、前側小幅部６、大幅部７、奥側小幅部８、連結
部７０、フレーム小幅部６０Ｂの順に配置される。このうち、前側小幅部６と大幅部７と
奥側小幅部８と連結部７０とが一体成形される。
【００４９】
　そして、奥側小幅部８と一体成形される連結部７０が、フレーム６０のフレーム小幅部
６０Ｂに対して着脱可能に連結される。奥側小幅部８は連結部７０よりも鍵長手手前方向
Ｍ２に位置し、フレーム小幅部６０Ｂは連結部７０よりも鍵長手奥方向Ｍ１に位置する。
【００５０】
　なお、この構成に限定されず、前側小幅部６と大幅部７と奥側小幅部８と連結部７０と
フレーム小幅部６０Ｗは、一体的に成形されていて着脱されない構成でも良く、あるいは
、それらの各々が独立的に成形されて着脱される構成でも良い。また、黒鍵５１Ｂに対し
て、白鍵５１Ｗと同様に奥側小幅部８を除外して構成しても良い。
【００５１】
（白鍵と黒鍵の着脱機構）
　なお、本実施形態では、白鍵５１Ｗも黒鍵５１Ｂも、連結部７０を有する構成で説明し
たが、本実施形態に限定されず、白鍵５１Ｗの場合に連結部７０を有さずに着脱不可とさ
れて大幅部７とフレーム小幅部６０Ｗとが一体成形されても良い。また、黒鍵５１Ｂの場
合に連結部７０を有さずに着脱不可とされて奥側小幅部８とフレーム小幅部６０Ｂとが一
体成形されても良い。
【００５２】
　前述してきたように、白鍵５１Ｗの場合には、連結部７０が鍵長手方向Ｍで大幅部７と
フレーム小幅部６０Ｗとの間に設けられる。黒鍵５１Ｂの場合には、連結部７０が鍵長手
方向Ｍで奥側小幅部８とフレーム小幅部６０Ｂとの間に設けられる。白鍵５１Ｗの場合と
黒鍵５１Ｂの場合とでは、そのような違いがある。ただ、白鍵５１Ｗの場合のフレーム小
幅部６０Ｗの鍵長手方向Ｍの長さと、黒鍵５１Ｂの奥側小幅部８とフレーム小幅部６０Ｂ
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とを合計した鍵長手方向Ｍの長さとは、略同じである。
【００５３】
　また、図４（Ｂ）に示されるように、フレーム小幅部６０Ｗは、下方に凹む切欠き部６
０ｃを有する。また、図５（Ｂ）に示されるように、フレーム小幅部６０Ｂは、下方に凹
む切欠き部６０ｃを有する。この切欠き部６０ｃによって、白鍵５１Ｗも黒鍵５１Ｂも鉛
直方向Ｅに回動し易くなっている。
【００５４】
　図６（Ａ）は、白鍵５１Ｗが非押下状態にあるときの白鍵５１Ｗとハンマー１２との位
置関係を示す側面図である。図６（Ｂ）は、白鍵５１Ｗが押下状態にあるときの白鍵５１
Ｗとハンマー１２との位置関係を示す側面図である。
【００５５】
（ハンマー機構と凹部との位置関係）
　前述した凹部７ａは、ハンマー１２から当接されるハンマーストッパ１３や、ハンマー
ストッパ１３を支持する支持フレーム部１１ｃの少なくとも一部を回避する（よける）よ
うに凹んでいる。
【００５６】
　支持フレーム部１１ｃは、白鍵５１Ｗが押下状態のときの凹部７ａと略平行に配置され
ている（図６（Ｂ）参照）。ここでは、凹部７ａにおける仮想線Ｑ１で示される最大凹み
面と、支持フレーム部１１ｃにおける仮想線Ｑ２で示される表面と、の間が離間距離ｄま
で接近している。このように、白鍵５１Ｗが押下されたときに、凹部７ａと支持フレーム
部１１ｃとが極力接近するように構成すると、鍵５１の下方のスペースができる限り無駄
なく使用できる。無駄な空間が離間距離ｄまで低減される。なお、支持フレーム部１１ｃ
と凹部７ａとが極力接近するように構成されれば、必ずしも平行でなくても良い。
【００５７】
　また、ハンマー１２は、回動軸１１Ｘよりも鍵長手手前方向Ｍ２側に、センサ押圧部１
２ｃを有する。センサ押圧部１２ｃの下方には、鍵５１の押下（操作）を検出するセンサ
８１が配置されている。センサ８１と、センサ８１に接続される音源装置８５に関して以
下に説明する。
【００５８】
　図８は、音源装置８５の構成を示すブロック図である。音源装置８５は、信号変換部８
２、音源部８３および出力部８４を備える。センサ８１は、各鍵５１に対応して設けられ
、鍵の操作を検出し、検出した内容に応じた信号を出力する。この例では、センサ８１は
、３段階の押鍵量に応じて信号を出力する。この信号の間隔に応じて押鍵速度が検出可能
である。
【００５９】
　信号変換部８２は、センサ８１（８８の鍵５１に対応したセンサ８１－１、８１－２、
・・・、８１－８８）の出力信号を取得し、各鍵５１における操作状態に応じた操作信号
を生成して出力する。この例では、操作信号はＭＩＤＩ形式の信号である。そのため、押
鍵操作に応じて、信号変換部８２はノートオンを出力する。このとき、８８個の鍵５１の
いずれが操作されたかを示すキーナンバ、および押鍵速度に対応するベロシティについて
もノートオンに対応付けて出力される。一方、離鍵操作に応じて、信号変換部８２はキー
ナンバとノートオフとを対応付けて出力する。信号変換部８２には、ペダル等の他の操作
に応じた信号が入力され、操作信号に反映されてもよい。
【００６０】
　音源部８３は、信号変換部８２から出力された操作信号に基づいて、音波形信号を生成
する。出力部８４は、音源部８３によって生成された音波形信号を出力する。この音波形
信号は、例えば、図示しないスピーカまたは音波形信号出力端子などに出力される。
【００６１】
　ここで、図６の説明に戻る。白鍵５１Ｗが押下された状態で、ハンマー機構３０の一部
が大幅部７の凹部７ａに位置するように構成されている。ここでいうハンマー機構３０の
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一部が凹部７ａに位置するとは、ハンマー機構３０の一部が大幅部７の鍵長手方向Ｍの一
方の端部Ｐ１と他方の端部Ｐ２とを結んだ仮想線Ｐ（点線で表示、以下同じ）と凹部７ａ
とで囲まれた領域の中に位置することをいう。
【００６２】
（ハンマーストッパと凹部との位置関係）
　例えば、本実施形態では、鍵５１が押下された状態で、ハンマーストッパ１３は、大幅
部７の凹部７ａに位置するように配置されている（図６（Ｂ）参照）。また、本実施形態
では、鍵５１が押下されていない状態でも、ハンマーストッパ１３が、大幅部７の凹部７
ａに位置するように配置されている（図６（Ａ）参照）。また、鍵５１が押下されていな
い状態では、ハンマーストッパ１３が大幅部７の凹部７ａに位置していなくても、鍵５１
が押下されてから、ハンマーストッパ１３が大幅部７の凹部７ａに位置するように構成し
ても良い。
【００６３】
　このハンマーストッパ１３は、演奏者が白鍵５１Ｗを押下したときにハンマー１２の先
端部１２ａが上がる上限位置を規制する機能を有する。また、ハンマー１２がハンマース
トッパ１３に当接することで、ユーザは、白鍵５１Ｗを押下したときに、グランドピアノ
のように鍵５１を押下したときの感触を感ずることができるようにするために設けられて
いる。
【００６４】
（ハンマーの先端部と凹部との位置関係）
　図７は、本発明の実施形態の変形例に係る鍵盤装置１００の図であり、（Ａ）は、白鍵
５１Ｗが非押下状態にあるときの白鍵５１Ｗとハンマー１２との位置関係を示す側面図で
ある。（Ｂ）は、白鍵５１Ｗが押下状態にあるときの白鍵５１Ｗとハンマー１２との位置
関係を示す側面図である。
【００６５】
　また、例えば、鍵５１が押下された状態で、ハンマー１２の一部が、大幅部７の凹部７
ａに位置している（図７（Ｂ）参照）。ただし、鍵５１が押下されていない状態でも、ハ
ンマー１２の一部が、大幅部７の凹部７ａに位置していても良い。また、鍵５１が押下さ
れていない状態では、ハンマー１２の一部が大幅部７の凹部７ａに位置していなくても、
鍵５１が押下されてから、ハンマー１２の一部が大幅部７の凹部７ａに侵入するように構
成しても良い（本実施形態の変形例に関する図７（Ａ）及び図（Ｂ）参照）。なお、図７
の構成の場合には、ハンマーストッパ１３の位置は、凹部７ａの中ではなく、白鍵５１Ｗ
の下方に配置されている。
【００６６】
　前述してきた本実施形態の構成によれば、接続部５２に凹部７ａが形成される。白鍵５
１Ｗや黒鍵５１Ｂが押下されたときに、ハンマー機構３０の一部が凹部７ａの位置に位置
する。白鍵５１Ｗや黒鍵５１Ｂの凹部７ａが、ハンマー機構３０の一部の受け入れスペー
スに利用できる。このことで、ハンマー１２の回動範囲がより大きく確保できる。そして
、鍵５１の重いタッチも実現される。
【００６７】
　また、本実施形態の構成によれば、前側小幅部６及び奥側小幅部８のスケール方向Ｓの
可撓性が確保されつつ、接続部５２の鉛直方向Ｅの剛性が向上する。
【００６８】
　本発明の実施形態として説明した構成を基にして、当業者が適宜構成要素の追加、削除
もしくは設計変更を行ったもの、又は、工程の追加、省略もしくは条件変更を行ったもの
も、本発明の要旨を備えている限り、本発明の範囲に含まれる。
【００６９】
　また、上述した実施形態の態様によりもたらされる作用効果とは異なる他の作用効果で
あっても、本明細書の記載から明らかなもの、又は、当業者において容易に予測し得るも
のについては、当然に本発明によりもたらされると解される。
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【符号の説明】
【００７０】
６　前側小幅部、７　大幅部、８　奥側小幅部、１１　フレーム、１１Ｘ　回動軸、１１
ａ～１１ｃ　支持フレーム部、１３　ハンマーストッパ、１４　支持部、３０　ハンマー
機構、５１　鍵、５１Ｗ　白鍵、５１Ｂ　黒鍵、５２　接続部、５２Ｗ　白鍵接続部、５
２Ｂ　黒鍵接続部、５５　押圧部、６０　フレーム、６０ａ　支持部、７０　連結部、８
１　センサ、８２　信号変換部、８３　音源部、８４　出力部、１００　鍵盤装置、１０
０Ｘ　外観部、１００Ｙ　非外観部、５００　電子鍵盤楽器、５０１　筐体、５０２　カ
バー、５０３　カバー、Ｍ　鍵長手方向、Ｍ１　鍵長手奥方向、Ｍ２　鍵長手手前方向、
Ｓ１　幅、Ｓ２　幅、Ｓ３　幅、Ｈ１　厚み、Ｈ２　厚み、Ｈ３　厚み、Ｌ　スケール方
向
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